
当センターは， 年 月，既存の 原爆被災学術資料センター を改組拡充し，世界的視野に立った被曝資料の

調査・収集・解析を行うことで研究所の各研究分野を支援するとともに，国際的な放射線情報の発信基地として機能

することを目的として設置された 原爆資料解析 ・ 国際放射線協力 ・ 外国人客員 の 分野から成り，次

の研究業務を行っている

原爆被災に関する学術資料及び情報の収集・整理・保存・解析に関する研究

世界的な放射能汚染状況の調査・情報収集・解析

放射線影響研究に関する国際共同研究の企画・実施並びに国際シンポジウムの開催

放射線情報公開並びに放射線医療従事者の教育・研修

人事異動に関して，星 正治教授は日本放射線影響学会の常任幹事を務めている（任期 平成 年 月 日より平

成 年 月 日まで）．他の役職として，星 正治教授は日本医学放射線物理学会地方幹事（任期 平成 年 月 日

より平成 年 月末日まで），重粒子線がん治療装置等共同利用運営委員会委員（任期 平成 年 月 日より平成

年 月 日まで）を兼任している．また，平成 年 月 日にカザフスタン共和国の人々への保健システムへの貢献

に関する特別賞をカザフスタン共和国公衆衛生・教育・スポーツ省より受賞し，同年 月 日にはカザフスタン共和

国国際アカデミー“環境学”会員に任命された．

また，田中英夫助手は平成 年 月 日より日本臨床血液学会評議員を務めている．

新田由美子助手は，平成 年 月 日より英国 へ留学した．平成 年 月 日帰国予定

である．

平岡和子氏は，平成 年 月 日より平成 年 月 日までセンターの資料整理を行った．
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国際放射線情報センター業務の概要
．資料の受入・収集

病理・医学関係資料の受入

．資料調査関係

新聞資料の切抜・分類整理

新聞 紙（中国，朝日，毎日，読売，長崎）を対象に新聞切り抜きを作成した．

内容は以下の通りである．

年 月 年 月

合わせて赤旗〔主張（ ），シリーズ（ ），その他（ ），計 件〕公明〔主張（ ），シリーズ（ ），その

他（ ），計 件〕の切り抜きも行った．なお，週刊民社，自由新報，社会新報についても下記の通り切り抜

きを行った．

総計

図書の整理

年受入分迄の再整理を行った．その結果，所蔵数は 点となった．また 年から 年受け

入れ分までのデータベース化を完了した．所蔵数は下記の通りである．

（ 年 月現在 所蔵総数 冊）

．人口資料室関係

昨年度に引続き被爆当時の家族構成の情報のある被爆者の再整理を行った．

原医研被爆者人口の観察の基礎となる死亡情報（指定統計の目的外使用許可済み）について，本年度は，平成 ，

年次を原医研被爆者人口ファイルに収録した．

当研究所被爆者人口の平成 年までの更新を行うために広島市と覚え書きを交換し，平成 年 月に広島市分の

被爆者ファイルを入手した．広島県においても広島市と同様な手続きを踏み，平成 年 月に広島県分の被爆者フ

ァイルを入手した．

上記の資料と原医研被爆者人口ファイルとの照合を行い 原医研被爆者人口第 版 を完成させた．（付表

参照）

昭和 年度より実施してきた被爆地点に基づいて正確な距離を測定して， 間隔で表示する作業を本年度も

受入年月日 資 料 の 内 容 備 考

平成 年 月 日 原医研内科入院カルテ

平成 年分（ 月 月） 冊

（カルテ ）

原医研血液内科研究分野より移管

社 説 投 書 シリーズ そ の 他 計

件 件 件 件 件

週刊民社（ ） 自由新報（ ） 社会新報（ ）

シリーズ

主 張

投 書

そ の 他

計

受入年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

受入数 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊 計 冊



引続き行った．

この距離資料を基に 線量推定方式に準拠した原医研線量推定方式，原爆被爆者線量 年（

）推定線量システムを完成させた．それにより，近距離直接被爆者の カーマ，

遮蔽カーマ， 臓器の臓器線量の推定を行い，今年度は，約 人の線量推定を行った．

当研究所の血液内科の外来及び入院のカルテを基にしたデータベースの構築を本年度も行った．なお，腫瘍外科，

分子細胞遺伝分野，環境変異分野などの資料のデータベース化を行うために各資料の電算化を行った．

資料利用に際しては，広島大学原爆放射能医学研究所附属国際放射線情報センター被爆資料取扱い内規をよく読

んでいただきたい．

．医学資料関係

病理関係資料の保有状況

年 月末現在の病理関係資料の保有状況は次の通りになった．

（ 年 月末現在）

注）上記の症例数は，本来臓器標本，スライド，剖検記録をもってセットとなるべきであるが，それぞれにおい

て部分的に欠けている例もあり，その例数に差異がある．

生検関係資料の保有状況

年 月から原医研内科による診療が開始され，受診者の臨床検査により作成された染色体標本並びに血液

塗沫標本のうち，治療，研究の完了した標本は資料センターに保管されている．

年 月末現在の保有状況は次の通りである．

（ 年 月末現在）

注） ．染色体検査のうち，直接法は，検体を採取当日処理して培養せずに直接検査した例で，培養法は，検体

を培養して採取日当日以降に検査した例を示す

．直接法による骨髄染色体検査は， 年 月末現在， 年 月 日以降の検査例は無かった．

剖 検 資 料
（症例総数）

剖検記録
保有臓器標本
（実例数）

スライド標本

例 例 例
例

（ 枚）

検 査 区 分
検 査 例 数
（標本枚数）

備 考

染
色
体
検
査

骨髄
（直接法）

例
（ 枚）

（ ）

骨髄並びに末梢血
（培養法）

例
（ 枚）

（ ）

血液検査 例
（外来検査 例，入院検査 例）











医学資料室関係 病理関係資料

臓器標本のホルマリン浸漬保存から真空パック保存への変換を継続して行った．

年 月から 月まで

提供者 年代 症例件数（処理数 全数・非被爆者を含む）

年 追 加

広島大学 年 （ 症例は前年度残り）

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年

広島大学 年 （残りは 年度に）

計

．環境資料関係

．チェルノブイリ関係資料

年より笹川記念保健協力財団の援助により，チェルノブイリ笹川医療協力事業が開始された． 年間の

プロジェクトが終わった．その間事故当時 歳の子供を検診した．主な内容は セシウム 体内量の測定，

甲状腺の検診， 血液の検査であり，当センターでは を担当した．現在 万人のデータがあり，すべての

データの当センターへの移植を済ませた．今後はこのデータに基づいた研究を推進する．また，土壌，レンガ，

食品を灰化したものを持ち帰り，一部は解析を済ませ，論文発表をした．現在さらに測定，解析を続けている．

．セミパラチンスク関係資料

年より文部省科学研究費の国際学術研究の援助を受け，セミパラチンスク核実験場近郊住民の放射線被

曝と健康影響の研究を進めている．現在は土壌汚染や外部被曝の測定を中心に行っていて， 回あたり，土壌

，レンガ を持ち帰った．すでに 回の調査を終え，現在解析中である．また放射線被曝のデータ

も収集している．

．広島・長崎の原爆被曝資料（物理資料）

年より（以前の資料を含む）広島・長崎の原爆により被曝した岩石，コンクリート，鉄，タイル，瓦，

レンガ，その他の資料を継続して収集している．

．国際会議および主催研究会関係

当センターが主催あるいは，協力した国際会議，研究会を下表に示した．

各会議のプログラムを付録 にそれぞれ示した

日 時 会 議 場 所

平成 年 月 日
第 回日本医学放射線学会
医療用標準線量研究会

広島大学医学部広仁会館

平成 年 月 日
第 回広島国際シンポジウム
セミパラチンスク核実験場近郊住民の放射線影響

広島大学医学部広仁会館

平成 年
月 日

日米合同線量ワークショップ 広 島 全 日 空 ホ テ ル

平成 年 月 日 放射線セミナー 広島大学原医研講堂



．研究題目 セミパラチンスクの核実験場近郊住民の放射線影響

研究参加者 星 正治， 田 純，金 隆史，新田由美子，田中英夫，麻生博也，田中公夫 ，武市宣雄 ，

山田英雄，ヴァレリ ステパネンコ ，早川式彦 ，木村昭郎 ，山本政儀 ，吉川 勲 ，高

辻俊宏 ，アレクサンダー サケルバエフ ，ボリス グシェフ ，ザクシバ ズマジーロフ

（ 分子細胞遺伝， 疫学・社会医学， ロシア医学アカデミー， 血液内科， 金沢大， 長

崎大， カザフ放射線医学環境研究所， セミパラチンスク医学アカデミー）

旧ソ連の核実験場であるカザフスタン共和国のセミパラチンスクには 万人ともいわれる被曝者が存在してい

る．これらの地区では放射線による住民の影響が大きいとのマスコミ報道は数多く見かける．しかしながらまだ

学術的に被曝の影響と証明されたものはない．本研究では，被曝線量を外部被曝と内部被曝でそれぞれ別々に測

定し総被曝線量を推定する．次に住民の血液や甲状腺を検査し異常を調べ診断を行なう．疫学的調査も進め最終

的にこれらが放射線の影響であるかどうか，それはどのようなメカニズムで起こったのか総合的に調査を進める．

そして広島，長崎の被曝との違いも検討する．

．研究題目 原爆被害問題に関する史的研究

研究参加者 宇吹 暁

原爆被害に関する調査・研究，被爆者対策，原爆被害者運動に関する資料を収集・整理するとともに，その歩

みを，資料に基づいて明らかにする．

．研究題目 広島原爆の放射線量の推定

研究参加者 星 正治， 田 純，遠藤 暁 ，平岡正行，早川式彦 ，静間 清 ，岩谷和夫 ，葉佐井博

巳 ，岡 隆光 ，藤田正一郎 ，石川正純 （ 工学部， 疫学・社会医学， 広島県立福

祉短大， 広島国際学院大学， 呉大， 放影研， 放射線先端医学実験施設）

広島原爆の中性子やガンマ線の放射線量を推定する．方法は， 原爆により被爆した岩石や瓦などを収集する．

そしてその内部に生じた放射能（ など）を測定する．その放射能の量から，広島原爆の中性子線量を推定

する．また瓦からは，熱蛍光法によりガンマ線線量を推定する． 大型計算機を使って，前記の実験結果と

の計算値（計算コードにモンテカルロコードである を使用する）との比較検討をする．さらに原医研の

中性子線源を使って照射実験（ベンチマークテスト）を行い，実験値と計算値との比較をする．その結果

計算の精度が十分良いことが分かれば，広島原爆の中性子線量の問題点について考察する．以上は日米間でも継

続して研究を行っている．また高エネルギー加速器研究機構，京都大原子炉，金沢大，奈良教育大とも共同研究

を継続して行っている

．研究題目 超軟 線のドシメトリー

研究参加者 星 正治， 田 純，遠藤 暁 ，江島洋介 ，佐々木正夫 （ 工学部， 広島県立福祉短大，

京都大・放生研）

超軟 線とは， ぐらいより低いエネルギーの 線のことで，この 線の特徴は，普通の 線より が

大きいといわれていることである．本当に が大きければ，いままでの考え方であり，放射線防護などでも

使われていた放射線の危険度に関する見積りの方法に根本的な問題があることが英国 の により

指摘されてきた．エネルギーが小さくなれば，放射線の与える損傷の空間的広がりが小さくなり，例えば二重鎖

切断などへの影響が小さくなることになるので，実際はどうなのかを検討している．このことは，建設中の中性

子発生装置や， の中性子のエネルギー領域に対応していて，全体の関連でも考察する必要がある．現在の

研究は，培養細胞の中にいかに放射線が吸収されるかに関する問題について京都大学放生研センターで実験を進



めている．

．研究題目 生物照射用単一エネルギー中性子発生装置 の開発

研究参加者 星 正治， 田 純，張 文藝，遠藤 暁 ，石川正純 ，竹岡清二 ，北川和英 ，菅 慎

治 （ 工学部， 放射線先端医学実験施設）

生物照射用単一エネルギー中性子発生装置 の導入が終わり，シェンケル型加速器本体（陽子，重陽子

）および 箇所の中性子発生部が完成した．この装置は本格的な生物照射用の単一エネルギー中性

子の発生装置としては，国内国外においてもはじめての試みである．すでにリチウムターゲットを使用し中性子

の発生実験に陽子ビームを使って成功し，所定の線量率 を達成したことを確認した．実験用の周辺

装置の開発も継続している また中性子のエネルギースペクトルを測定しエネルギーの単色性も確認する必要が

ある．中性子のエネルギー測定法に関しては，最も精度が高い飛行時間測定法（ ）による装置

を文部省科学研究費の援助で完成した．今後測定を行う．生物照射のための回転照射などの全体のシステムの開

発も今後進める．また陽子線ビームを取り出し，空気中で細胞照射を行う準備を進めている 今後はさらに

用のビ ムコ スの完成と分析実験も進める．

．研究題目 および 中性子発生装置 から発生する中性子の線量と線質の評価および生物影響の機構の検

討

研究参加者 星 正治， 田 純，張 文藝，石川正純 ，遠藤 暁 ，吉川 勲 ，高辻俊宏 ，藤川和男 ，

鬼塚昌彦 ，上原周三 （ 放射線先端医学実験施設， 工学部， 長崎大， 近畿大， 久

留米大， 九州大）

カリホルニウム 中性子線源（半減期 年）は広島原爆の中性子に似たエネルギースペクトルをもっている．

この線源は広島長崎の原爆に関連した中性子の影響を調べる目的で，原医研に導入された．また現在単一エネル

ギーの 中性子発生装置 も導入した．これらの中性子の線量と線質を評価し，生物影響との関連を調べる．

線量の評価は対電離箱を使った方法による．これにより中性子とガンマ線の混在場においてそれぞれの線量率を

決定する． 線質の評価には， カウンタ ，中性子スペクトロメ タなどを使用する測定，モンテカルロ

コードを使用した中性子のエネルギースペクトルの計算を用いる．これらにより実際の生物資料にはどのような

エネルギーの中性子が吸収されているかが分かる． 生物影響との関連の研究では，実際に生物材料としてショ

ウジョウバエやタマネギを使い遺伝的影響や小核の発生率を調べる．そして吸収された中性子が生物の細胞のな

かでどのようなメカニズムで消滅し，イオン化などにより などに切断などの影響を与えるのかを検討する．

これは超軟 線との関連も検討することにより，生物影響の過程を検討する．

．研究題目 京都大学原子炉の中性子の線量と線質の評価および生物影響の機構の検討

研究参加者 星 正治， 田 純， 張 文藝， 遠藤 暁 ，石川正純 ，鬼塚昌彦 ，上原周三 ，古林 徹

，櫻井良憲 ，高辻俊宏 ，吉川 勲 ，内海博司 （ 工学部， 放射線先端医学実験施設，

久留米大， 九州大， 京都大原子炉， 長崎大）

京都大学原子炉実験所では熱中性子や熱外中性子の（ ）生物影響と（ ）脳腫瘍の治療を行っている．この中性子

の線量と線質を評価する．これにより原医研の中性子などとの関連で高 放射線の生物影響へのメカニズム

の解明のための研究を進める．また放射線治療の有効性を高めるための研究の一部をになう． 線量の評価には，

金の放射化法， カウンターによる方法，対電離箱による方法を行い，お互いに比較しそれぞれの特質，優

劣を検討する．これにより正確な線量の決定方法を考察し，線量を決める． 線質の評価には， カウンター，

ウルトラミニチュアカウンター（ ）を使い線質を検討する． 生物への影響研究の結果との関係を調べる．

これらと原医研の中性子による生物影響の違いを比較し，高 放射線としての中性子の生物影響のメカニ



ズム解明のための研究を進める．また放射線治療の成績向上のための研究も進める．

．研究題目 チェルノブイリの汚染地域の環境汚染の調査と住民の健康影響の研究

研究参加者 星 正治， 田 純，遠藤 暁 ，高辻俊宏 ，佐藤 斉 ，岡島俊三 ，ヴァレリ ステパネ

ンコ ，アレクサンドル イワニコフ ，早川式彦 （ 工学部， 長崎大， 茨城県立医療

大学， ロシア医学アカデミー， 疫学・社会医学）

年から 年までの 年間チェルノブイリ汚染地区住民のうち，子供についての検診活動が笹川記念保健

協力財団により進められてきた．この計画は か年計画で，チェルノブイリの事故当時 歳の子供を対象と

した．検診は， 種（甲状腺関係，血液関係，体内の放射線量の測定関係）で，このうちの体内の放射線（ ）

の量の測定を担当した．検診数は合計 万人となった．全てのデータをすでに当センターに移植した．今後は解

析を進める．この検診に加え特定の検診対象者の家の畑の土壌および食品の汚染状況も調べている．この結果に

より汚染の実態を知りその対策も考察できる． 年 月にロシアのオブニンスクの放射線医学研究所と原医研

とで国際協力の協定を結び，チェルノブイリの問題の総合的な研究を進めている．

．研究題目 原爆被爆者の被曝線量の推定方式の検討

研究参加者 星 正治， 田 純，松浦正明 ，早川式彦 （ 環境情報計量生物， 疫学・社会医学）

原爆被爆者の受けた被曝線量は，放射線影響研究所が見積もってきた．しかしこの線量見積りは，放射線影響

研究所の対象者に限られている．被曝による影響を調べるためには，そのほかの被爆者についても被曝線量を推

定する方法を考案することが望まれていた．そこで原医研において線量見積りを行う計算方式を考案する事にし

た．すでに文献となっていて参照できる資料の範囲で考えることを原則とし開始した．主な資料は 年にまと

められた放射線影響研究所の線量評価体系（ ）でこれを基に作成した．名称を

とした．そしてすでに原医研の被爆者集団に当てはめた．計算可能な対象者は， 被曝距

離が約 以内の誤差で推定できる人，遮蔽状態は， 木造家屋の中にいた人および 戸外にいた人と考えて

いる．今後さらに の対象者を拡大する．また放射線影響研究所と比較し， ％程度の違いしかないこ

とが分かった．

．研究題目 二段階発ガン数理モデルを用いた原爆被爆者の固形ガンの死亡リスクの解析

研究参加者 松浦正明 ， 星 正治，早川式彦 ，甲斐倫明 （ 環境情

報計量生物， 疫学・社会医学， 大分県立看護科学大学）

研究目的 らの二段階発ガンモデルに基づき，被爆者データを用いて集団レベルで成り立つ放射線

発ガンのメカニズムに関連する現象の探索と検証を行う．

研究方法および結果 昨年度の固定集団に対するプログラミング開発に引き続き，本年度は動的集団の場合に二

段階発ガン数理モデルを当てはめるための理論を整備した．実データ解析のためには プログラムを

作成し，特に男性肺ガンに対する特異的な線量反応曲線について解析を進行中である．また新たに遺伝的不安定

性を考慮したモデリングを検討し，解析のためのソフトウェアの開発も行った．

．研究題目 セミパラチンスク旧核実験場近郊住民の被曝線量再構築

研究参加者 田 純，星 正治，山本政儀 ，長友恒人 （ 金沢大学， 奈良教育大学）

ソヴィエト連邦が崩壊し，カザフスタン共和国が独立した後，その国の被曝者のデータが公開されてきた．そ

の特徴は爆心地から キロメータ離れた広大な地域への原爆フォールアウトによる内部および外部被曝である．

本研究の目的は，核実験により被曝したセミパラチンスク核実験場近郊住民の被曝線量，特に外部被曝線量を現



地より採取した煉瓦に対し，熱蛍光法を適用し，科学的評価をすることにある．レンガ線量から人体線量を推定

する方式を検討し，外部被曝線量を推定した．採取した煉瓦から石英を抽出し，熱蛍光法により外部被曝線量を

測定した．結果はドロン村は過去の報告値に近い値 となったが，意外にもセミパラチンスク市で採取した

煉瓦が既報告値の 倍もの高い値 を示した．この都市の人口は 年に， 万人あり，健康

影響の視点からも注目の結果となった．

．研究題目 内部被曝線量その場評価法の開発

研究参加者 田 純 星 正治，遠藤 暁 ，森 祐二 （ 工学部， 浜松ホトニクス ）

原子力発電所や核燃料再処理工場などの大規模核施設の事故や，核爆発により多量の放射性物質が環境へ放出

した場合，汚染地住民の体内放射能の測定と被曝線量評価は医療検診上不可欠である．本研究では，ポータブル

スペクトロメータを用いて体内放射能 および内部被曝線量を迅速に，その場評価する方法を開発するこ

とを目的とする．このポータブルホールボディーカウンター（ ）の開発により，世界のいかなる地域での

緊急時の対応や，装置の無い地域でも人体放射能汚染の迅速な調査が可能になる．この方法には，土壌，食品そ

して人体放射能汚染の食物連鎖の調査をこのひとつの検出器で行える特徴がある． 年に，ノートパソコン，

小型スペクトロメータから を開発し，ロシアオブニンスクの のプラスチックファントム

を用いて， 放射能について校正した．この は各国の相互比較で良い一致を示している． 年度

は，より体積の大きな 直径 長さ を有する 放射能測定解析システムのハードウ

エアを製作した． 年度は，この検出器を放射線医学総合研究所の人体ファントムを利用して，校正した．国

内機関での相互比較の結果，バイアスは ％以内と良好であった．本測定機のテストを，海外 箇所の放射線被

曝地で行った．本機とノートパソコン一式は小型で，機内持ちこみサイズのスーツケースに充分収まる程にコン

パクトである．

．研究題目 放射能汚染地の環境と住民の被曝調査

研究参加者 田 純，星 正治，谷 省蔵，

原子炉事故や核爆発により放射能汚染した環境で暮らす住民の被曝を，物理的手法により調査する．具体的に

は環境放射線・放射能，食品中の放射能，体内放射能の測定を現地での測定や，試料採取・実験室での解析によ

り，住民の外部および内部被曝を総合的に評価する．現在，チェルノブイリ事故により汚染したロシア，ブリヤ

ンスク州ザボリエやシベリヤ，ヤクーツクの地下核爆発汚染地を調査している． 年，ザボリエ村のある住民

に対しての調査結果は，年間線量，外曝 ，内曝 であった．クラトン 地下核爆発に対する 年

のテヤ村の調査では，顕著な地表・食肉の汚染が存在していないことが判明した． 年 月に， 年のビキ

ニ水爆により汚染したロンゲラップ島で線量調査をおこなった．地表および島内の工事で働く作業員 名の体内

放射能 を測定した．同年 月には， 年のチェルノブイリ原発事故で汚染した，ベラルーシ・ホイニ

キライオンにて同様の測定を行った．

．研究題目 東海村臨界事故による住民の放射線被曝

研究参加者 田 純，石川正純 ，星 正治（ 放射線先端医学実験施設）

年 月 日に東海村ウラン燃料加工施設（ ）での臨界事故は，我が国の原子力史上最大の事故であっ

た．今回の核事故の特徴は，居住区にある核施設から放射された中性子およびガンマ線の直接放射線による，周

辺住民の被曝である．その線源と最も近い住宅の距離は，約 である．従って，その放射線の方向分布や，

被曝線量調査は，緊急かつ重要な課題である．このような状況下で，放射線サーベイと住宅地内のセラミックス

を試料のサンプリングをおこなった．ウラン源周辺の複雑なコンクリート構造に起因した放射線の方向分布が見



られた．

．研究課題 カポジ肉腫ウィルス（ ）関連リンパ腫の病態研究

研究参加者 麻生博也

目的 関連 の増殖機構を明らかにする

方法 細胞株を使い，サイトカインによる反応性，サイトカイン産生能 アンチセンス による増殖能

の変化を調べる． の染色体異常解析， ， 法による遺伝子異常解析を行う．

経過 の増殖は アンチセンス ， アンチセンス で抑制されることを報告した．

．研究課題 種々の化学物質による骨髄性白血病の分化誘導

研究参加者 麻生博也

目的 骨髄性白血病の分化誘導物質の開発．

方法 骨髄性白血病細胞株に対する各種物質の分化誘導効果を調べる．

経過 ビタミン 誘導体， の分化誘導効果を報告した

．研究課題 における転座異常の解析

研究参加者 麻生博也

目的 における染色体構造異常と転座関連遺伝子を明らかにする．

方法 細胞株にみられる転座切断点領域を を使った 法で同定する．

経過 を含む を入手し，現在 を行っている．

．研究課題 法による放射線誘発腫瘍の遺伝子増幅，欠失部位の解析

研究参加者 麻生博也，田中英夫，金 隆史， 田 純，星 正治

目的 少量の を用いて， に遺伝子の増幅，欠失を調べるには 法が有用である．この手

法を利用し，放射線被爆により発生した腫瘍に共通する遺伝子異常を同定する．

方法 過去の被爆者白血病のスライド標本，腫瘍組織のパラフィン切片，もしくはチェルノブイリ地区で多発し

た小児甲状腺腫瘍からの吸引生検材料，パラフィン切片標本から を抽出し， 法による遺伝子増幅部位，

欠失部位の同定を行い，放射線誘発腫瘍に共通する遺伝子異常の有無を調べる．さらに対象群として非被爆群よ

り発生した腫瘍についても を行い，被爆群との遺伝子異常の異同性を検討する．

．研究課題 抗がん剤によるアポトーシス誘導機序の解析と関連遺伝子を標的としたがん化学療法の開発

消化器がんへの新しいがん化学療法の展開を目指して

研究参加者 金 隆史，村上 茂 ，大井裕子 ，井上秀樹 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科）

目的 本研究の目的は，消化器がん（特に胃癌）に対するアポトーシス誘導因子の同定による機序の解析と関連

遺伝子導入による抗腫瘍効果の増強を検討する．そして，アポトーシス誘導関連遺伝子を標的とした新しいがん

化学療法を研究開発することにある．

方法 胃がん細胞株を用い，抗がん剤処理によるアポトーシス関連遺伝子 の活性化および

遺伝子型の変異と抗腫瘍効果（アポトーシス誘導）の相関関係を抗がん剤別に検討する．また，これら標的

遺伝子導入による抗腫瘍効果の増強について検討する．関連遺伝子の活性化と遺伝子導入による抗腫瘍効果との

関係を検討した結果からアポトーシス誘導経路を模式化し，モデル作成をはかる．最終的に，これらの実験結果



をもとに制癌剤によるアポトーシス誘導経路における関連遺伝子を同定し，これを標的とした消化器がんに対す

る抗腫瘍効果増強のための，新しいがん化学療法展開への戦略を検討する．遺伝子の発現はノーザン法，ウエス

タン法，アポトーシス誘導はアガロース電気泳動法，遺伝子導入はリポフェクション法で行う．

．研究課題 腫瘍血管新生因子を標的とした新しいがん化学療法の開発 腫瘍特異的がん化学療法を目指して

研究参加者 金 隆史，大崎昭彦 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科）

目的 本研究の目的は，胃がん，乳がん細胞への腫瘍血管新生因子の遺伝子導入（特に 導入による

の感受性）による および における抗がん剤感受性の変化と での腫瘍血管新生と

の関係を検討し，腫瘍血管新生と抗がん剤感受性との関係を明らかにすることである．そして，腫瘍血管新生因

子の修飾あるいは導入による抗がん剤の抗腫瘍効果の増強（アポトーシス誘導）および腫瘍増殖抑制の検討を行

い，腫瘍血管新生を標的としたがん化学療法の開発を目標とする．

方法 胃がんおよび乳がん細胞株に （ ）遺伝子導入を行い，抗がん剤（ ）および腫

瘍血管新生の変化について （ヌードマウス）の系で検討する．遺伝子導入には恒常的発現系

（ ）および一時的発現系（ ）を用い，それぞれの有用性について解析する．特に，

遺伝子修飾による抗腫瘍効果増強（アポトーシス誘導）を中心に検討する．また， 遺伝子導

入細胞で における血管新生の影響を判定するために他の腫瘍血管新生因子（ ）の発現との

相互関係を検討する．遺伝子導入はリポフェクション法を用い，導入発現の有無はノーザン法およびウエスタン

法で判定する．抗腫瘍効果の判定は および を用い，腫瘍血管新生の

判定は免疫組織染色（抗 因子抗体，抗 抗体）で行う．

以上から，臨床における腫瘍血管新生因子を標的とした抗腫瘍効果の増強あるいは腫瘍増殖制御を目指したが

ん化学療法の可能性について検討する．

．研究課題 抗癌剤耐性機序における腫瘍血管新生の検討

研究参加者 金 隆史，大井裕子 ，大崎昭彦 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科）

目的 における二種類の抗癌剤多剤耐性細胞を用いて，ヌードマウス皮下に移植した腫瘍の での，

感受性細胞との腫瘍血管新生の相違について検討する．

方法 発現耐性細胞および 発現耐性細胞を，それぞれヌードマウス皮下に移植し，感受性細胞との腫

瘍増殖速度，抗癌剤投与による抗腫瘍効果を判定する．同時に，腫瘍血管新生の相違についても検討する．抗腫

瘍効果は プロトコールで行い，腫瘍血管新生増減の判定は 関連因子抗体で行う．また，耐性腫

瘍における血管新生が，感受性細胞に比較して亢進している場合には，耐性腫瘍における薬物動態学的指標

（ ）の検索を行う．以上から， での抗癌剤耐性機序における腫瘍血管新生の意義について検討する．

抗癌剤感受性は 法，遺伝子の発現はノーザン法で行う．

．研究課題 抗癌剤耐性機序における膜輸送とアポトーシス誘導の検討

研究参加者 金 隆史，大井裕子 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科）

目的 抗癌剤耐性機序の一つに，抗癌剤排出ポンプである ， の異常膜蛋白の関与が知られており，同

時にアポトーシス誘導の低下が報告されている．アポトーシス誘導の低下は，アポトーシス誘導関連遺伝子の活

性化低下にともなうシグナル伝達経路の異常と考えられる．そこで， 過剰発現耐性細胞を用いて，アポトー

シス誘導関連遺伝子導入による抗腫瘍効果増強について検討する．

方法 多剤耐性を有する 過剰発現細胞で，耐性抗癌剤処理によるアポトーシス抵抗性を検討する．また，

アポトーシス誘導関連遺伝子の発現量低下の有無についても検索する．発現量の低下のみられた誘導関連遺伝子

を導入して，アポトーシス誘導による抗腫瘍効果の増強の有無を検討する．



以上から， 耐性細胞におけるアポトーシス関連遺伝子の発現誘導の意義を検討し，遺伝子導入による耐

性克服の可能性について検討する．

．研究課題 インターフェロン（ ）の抗腫瘍作用に関する研究

研究参加者 田中英夫，木村昭郎 （ 血液内科）

目的 は臨床的に多発性骨髄腫，慢性骨髄性白血病などに使用されているが，その抗腫瘍機序は未だ明ら

かではない によって誘導される遺伝子群（ ）のうち， （

）に注目している． の変異は細胞のトランスフォーメーションを起こすことから はがん

に対して抑制的に働く蛋白である

結果 昨年度はプロモーターの解析では あるいは 関連転写因子が重要であることを明らかにした．また

血液悪性腫瘍臨床検体 を用いて，血液悪性腫瘍における 遺伝子の変

異を，サザンブロットブロット法と 法（エクソン ， ， ）にて検索した．約 余例の検索はサ

ザンブロットですべて遺伝子再構成バンドは認めず でも変異バンドは認めなかった これらから少

なくとも大きな遺伝子変異の頻度は少ないと考えられる．

今年度目標 血液悪性腫瘍における遺伝子変異の検索の一環として プロモーターの メチル化の検策を

進める． を発現誘導ベクターに組み込み増殖抑制作用アポトーシス誘導作用についても検討する．あらた

に血液腫瘍で，他の 誘導性遺伝子発現等の研究も始める．

．研究題目 放射線誘発甲状腺癌の研究

研究参加者 新田由美子，遠藤 暁 ，藤本成明 ，星 正治，神谷研二 （ 工学部， 予防腫瘍， 分

子生体制御）

チェルノブイリ原発事故後小児に甲状腺癌が多発しているが，その発癌過程には，甲状腺の放射線に対する感

受性素因が関与していると考えられる．そこで，甲状腺組織の の取り込みに年齢依存性があるのではないか

と考え，ラットで実験した． ， ， 週齢のラットに ， ， の を腹腔内投与し， ， ， ， ，

， ， 時間後の甲状腺での 活性を測定した． 週齢ラットの甲状腺被曝線量は， ， 週齢ラットの

それに比べ， および 倍高く，このことは，低年齢の甲状腺が放射線に対し高感受性を証明するものと考え

られる．

この結果から，年齢別にラットの内部被曝線量を推計可能な検量曲線を求めた．これを利用して，ヒト内部被

曝による甲状腺発癌の実験モデルの開発を開始した．

．研究題目 乳腺腫瘍，下垂体腫瘍の研究

研究参加者 新田由美子，神谷研二 （ 分子生体制御）

目的 ラットの乳腺腫瘍，下垂体腫瘍は放射線で誘発され，その発生，増殖はホルモンの強い影響下にある．ホ

ルモン標的臓器腫瘍の発生と増殖を，個体，細胞および分子レベルで解析する．

方法，結果 ラットは遺伝的に乳癌発生率の低い系統で，自然発生のみならず化学発癌剤やホルモ

ン処理による乳癌発生に対しても抵抗性である．この抵抗性発現には，乳癌抑制遺伝子（

）が関与していることがわかっている． 系ラットに放射

線あるいは化学発癌剤で乳癌を誘発し，発生機序を考察した． による乳癌誘発に対し抵

抗性の 系が（ ）， ガンマ線に対しては高感受性を示し， 系

％， 系 ％， 系 ％に乳癌を， 系 ％， 系 ％， 系 ％に乳

腺腺腫を発生した．免疫組織化学的検索から，化学発癌で ，放射線発癌ではさらに分化した

を標的とすることが示唆された．



ラットは遺伝的に乳癌発生率の高い系統で，自然発生のみならず化学発癌剤やホルモン処理に

よる乳癌発生に対しても感受性が高い． ， ， および カ月齢の 系ラットに ガンマ線を

照射して乳癌を誘発し，その年齢依存性を検索した． ， ヶ月照射群では，短い発癌潜伏期（ ヶ月）で

下垂体腫瘍非依存性乳癌誘発したのに対し， ， ヶ月照射群では， ヶ月以上の潜伏期で下垂体腫瘍を伴った

乳癌を誘発した．

ラット下垂体腫瘍の無血清培養株を樹立し，そのホルモン依存性を検索した． 線誘発

由来の 株は， で 感受性に増殖し と を分泌する．この株から分離した

クローン 株は， で 依存性に増殖し を分泌する一方， で

依存性に増殖する．このモデルで， により誘導される 分泌機構の存在

が示し，それが であることを細胞レベルで明かにするとともに分子レベルで解析を行っている．

．研究題目 高分子量 の安定性に対する長期ホルマリン固定，パラフィン包埋の影響

研究参加者 新田由美子，宇吹 暁，谷 省蔵，星 正治，早川式彦 ，神谷研二 （ 疫学・社会医学，

分子生体制御）

当センターには約 体の病理標本があるが，これらは剖検記録とともに広島大学医学部，放射線影響究所

および県立広島病院より譲渡されたもので，そのうち約 体分が被爆者の標本である．このホルマリン固定

臓器材料から を抽出し，ホルマリン長期保存が臓器 に与える影響を調べ，抽出 における遺伝子

変異の可能性について 法により検索した．現在までに， 例中 例（ 年固定標本 例， 年固定標本 例）

に， 遺伝子のコドン を含む を増幅可能な を抽出できた．

．原 著

．

．

．山本政儀 ，星 正治， 田 純，塚谷恒雄 ， （ 金沢大学， 京

都大学， カザフ放射線医学環境研究所） 旧ソ連セミパラチンスク核実験場及びその周辺地域における

同位体と の分布．クロスオーバー研究シンポジウム 放射性物質の環境移行研究の新たな展開 報告集

， ， ， ， （ ）

．

．星 正治， 田 純，遠藤 暁 ，静間 清 （ 工学部） 軟 線の線量測定．医用標準線量， ， ，

（ ）



．遠藤 暁 ，星 正治，菅 慎治 ， 田 純，静間 清 （ 工学部， 放射線先端医学実験施設）

電離箱（ ）の中性子感度の測定．医用標準線量， ， ， ．（ ）

．

．

．山下俊一 ，柴田義貞 ，星 正治，藤村欣吾 ，ほか（ 長崎大， 放影研， 血液内科） チェルノ

ブイリ原発事故被災児の検診成績 “チェルノブイリ笹川医療協力プロジェクト ”より ．放

射線科学， ， ， ．（ ）（ ）

．山下俊一 ，柴田義貞 ，星 正治，藤村欣吾 ，ほか（ 長崎大， 放影研， 血液内科） チェルノ

ブイリ原発事故被災児の検診成績 “チェルノブイリ笹川医療協力プロジェクト ”より ．放

射線科学， ， ， （ ）（ ）

．山下俊一 ，柴田義貞 ，星 正治，藤村欣吾 ，ほか（ 長崎大， 放影研， 血液内科） チェルノ

ブイリ原発事故被災児の検診成績 “チェルノブイリ笹川医療協力プロジェクト ”より ．放

射線科学， ， ， （ ）（ ）

．

．

．

．

．



．

．

広大原医研年報，

．

．宇吹 暁 原爆手記掲載図書・雑誌総目録 ．日外アソシエーツ， （ ）

．宇吹 暁 ［特集］広島平和記念都市法の 年被爆の実相をどう伝えるか─初期の原爆遺跡存廃論議に学ぶ．

日本の科学者， ， ， ．（ ）

． 田 純 ロシア高放射能汚染地区へのフィールドミッション．電気学会誌， ， ， ．（ ）（ ）

．

．

． 田 純， 新谷貴洋 ，秋山明胤 ，福田正己 （ ヤクート州立大

学， サハ共和国自然保護省， 分子細胞遺伝， 東京工業大学， 北海道大） サハ共和国における地下

核爆発 クラトン 周辺とテヤ村の調査．広島医学， ， ， （ ）

．

．



．

．

．

．

．

．金 隆史，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） アポトーシスと抗癌剤感受性．

， ， ．

．金 隆史，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 消化器癌術後補助化学療法 胃癌における補助化学療法の適応と

． ， ， ．

．金 隆史，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 薬物療法マニュアル 化学療法，放射線治療中の患者 ．臨床外科，

， ，

．

．



．

．

．

．田中英夫 によるアポトーシス誘導に関与する 遺伝子の構造，機能，発現調節．臨床免疫， ，

， ．（ ）

．

．梅村隆史 ，下村壮司 ，兵頭英出夫 ，今村展隆 ，藤元貴啓 ，田中英夫，木村昭郎 ，村田芳夫 ，

原田俊英 ，片山禎夫 ，中村重信 （ 血液内科， 大学院・医学系研究科病態薬物治療学， 医・

内科） 極めて著しい好酸球増多および過形成骨髄を認め との鑑別を要した

の 例．広島医学， ， ，

．新田由美子，遠藤 暁 ，藤本成明 ，神谷研二 ，伊藤明弘 ， 田 純，星 正治（ 放射線基礎， 予

防腫瘍， 分子生体制御）［内部被ばく発がんとその修飾］ 内部被ばくによる甲状腺発がんモデルの開発．

放射線科学， （ ）， ， ．（ ）

．

．

．神谷研二 ，新田由美子（ 分子生体制御） 乳癌抵抗性． ， （別冊 自然発症疾患モ

デル動物）， ， ．（ ）（ ）（ ）

．田中公夫 ， ， ，遠藤 暁 ，小松賢志 ，星 正治，鎌田七男

（ 分子細胞遺伝， 工学部， 放射線基礎） 低エネルギー中性子のヒトリンパ球での初期 損傷と



染色体構成に及ぼす影響．広島医学， ， ， ．

．学会発表

．田中憲一 ，櫻井良憲 ，古林 徹 ，中川義信 ，遠藤 暁 ，星 正治（ 京都大， 香川小児病院，

放射線基礎） （ ） 加速器中性子源によるファントム内中性子束分布の測定．第 回日本医学放射

線物理学会，東京，

．

．

．星 正治 セミパラチンスク核実験場近郊住民の放射線影響調査研究の動向．日本放射線影響学会第 回大会，

広島， ．（ ）（ ）

．

日本放射線影響学会第 回大会，広島， （ ）

（ ）

．伊藤 寛 ，今村峯雄 ，上蓑義朋 ，柴田誠一 ，柴田徳思 ，静間 清 ，野川憲夫 ，藤田正一郎

，星 正治（ 高エネルギー加速器研究機構， 国立歴史民族博物館， 理研， 京都大， 工学部，

東京大， 放影研） 測定による速中性子束の評価の現状．日本放射線影響学会第 回大会，広島，

（ ）（ ）

．星 正治 モデル計算と今後の展望．日本放射線影響学会第 回大会，広島， ．（ ）（ ）

．

．



．

．

．

．星 正治 広島・長崎の被曝線量再評価の現状．第 回日本医学放射線学会医療用標準線量研究会，広島，

（ ）（ ）

．

． 田 純，星 正治，遠藤 暁 ， （ 放射線基

礎， ロシアザボリエ村における被曝線量調査．第 回日本保

健物理学会，大分， （ ）（ ）

． 田 純，星 正治，山本政儀 ，高辻俊宏 ，吉川 勲 ，グジェフ， ，サケルバエフ， ，

チャイジュンヌソバ， （ 金沢大， 長崎大， カザフ放射線医学環境研究所） セミパラチンスク

核実験場近郊住民の被曝線量．日本放射線影響学会第 回大会，広島， （ ）（ ）

． 田 純，遠藤 暁 ，竹岡清二 ，北川和英 ，菅 慎治 ，星 正治（ 工学部， 放射線先端医学

実験施設） 原医研における の現状及び比較校正結果．日本放射線影響学会第 回大会，広島， （ ）

（ ）

． 田 純 セミパラチンスク近郊住民の外部被曝線量推定．第 回日本医学放射線学会医療用標準線量研究会，

広島， （ ）（ ）

．金 隆史，沖田理貴 ，山下芳典 ，山口佳之 ，澤村明廣 ，平井敏弘 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科）

による薬剤性無顆粒球症に 投与が著効した肺腫瘍の一例．第 回広島造血因子研究会，広島，



．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 抗癌剤によるアポトーシス

誘導の解析と関連遺伝子を標的とした癌化学療法への応用．第 回制癌剤適応研究会，金沢， ．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 高度消化器癌に対するトポ

イソメラーゼ ， を標的とした新しい癌化学療法の検討．第 回日本外科学会総会，ワークショップ，福岡，

．

．金 隆史，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 抗癌剤によるアポトーシスの解析と誘導遺伝子導入に

よる癌化学療法への応用．第 回がん分子標的治療研究会，福岡，

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 高度進行および再発胃癌に対する

療法の有用性とその問題点．第 回日本化学療法学会，東京， ．

．金 隆史，吉田和弘 ，大井裕子 ，井上秀樹 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 高度進行および

再発胃癌に対する 療法の有用性．第 回日本外科系連合学会学術集会，神戸， ．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，青儀健二郎 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 抗癌剤によるアポトーシス

誘導機序の解析と癌化学療法への応用．第 回日本消化器外科学会総会，京都， ．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 抗癌剤によるアポトーシス誘導機序の解析

と誘導関連遺伝子を分子標的とした癌化学療法への応用．ワークショップ，第 回日本消化器外科学会総会，

名古屋， ．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） アポトーシス誘導関連遺伝子 プラスミド

ベクターを用いた胃癌細胞への遺伝子化学療法（ ）の試み．第 回天城シンポジウム，

天城， ．

．金 隆史．大井裕子 ，井上秀樹 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 胃癌に対するアポトーシス誘導関連遺伝子

を分子標的とした癌化学療法への応用．第 回日本癌学会総会，広島， ．

． 金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，西本直樹 ，吉田和弘 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 高度進行および

再発胃癌に対する 療法の臨床的意義．第 回日本癌治療学会総会，岐阜， ．

．金 隆史，西本直樹 ，檜原 淳 ，平井敏弘 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） 未分化転化により急激な経過

を呈したと思われる乳頭癌の一例．第 回甲状腺外科研究会，名古屋， ．

．金 隆史，大井裕子 ，井上秀樹 ，峠 哲哉 （ 腫瘍外科） および 併用療法の基礎的検討と

高度進行消化器癌に対する 臨床試験の試み．第 回癌臨床研究．生物統計研究会，大阪， ．



．兵頭英出夫 ，田中英夫，藏本 憲 ，藤元哲郎 ，木村昭郎 （ 血液内科， 大学院・医学系研究科

病態薬物治療学） 同種末梢血幹細胞移植と を含むサイトカインの変動について（特にドナーについて）．

第 回中国・四国骨髄移植研究会，広島，

．田中英夫，三原圭一朗 ，木村昭郎 （ 血液内科） マウス 遺伝子のプロモーター解析 上流の

に結合する蛋白の検討 ．第 回日本血液学会総会，東京，

．渡 雄一郎 ，竹内陽子 ，藤元哲郎 ，田中英夫，木村昭郎 ，藤村欣吾 ，佐孝千香 ，板羽秀之 ，

神辺眞之（ 血液内科， 大学院・医学系研究科病態薬物治療学， 医・検査部） に

よる菌血症を呈した特発性血小板減少性紫斑病の 例．第 回日本内科学会中国地方会，米子，

．田中英夫，三原圭一朗 ，坂井 晃 ，木村昭郎 （ 血液内科） インターフェロン誘導性リン酸化酵素（ ）

の血液腫瘍における遺伝子変異．第 回日本癌学会総会，広島， ．（日本癌学会総会記事， （ ），

， ）（ ）（ ）

．田中英夫，三原圭一朗 ，坂井 晃 ，松本玲奈 ，木村昭郎 ，許 泰一 （ 血液内科， 広島赤十字・

原爆病院・ 内科） 血液悪性腫瘍における 遺伝子変異の検策（ ） 法による検出．第 回

日本臨床血液学会総会，秋田， ．（臨床血液， ， ， ）（ ）（ ）

．兵頭英出夫 ，藏本 憲 ，田中英夫，木村昭郎 （ 血液内科） 末梢血幹細胞採取時の ，

を中心としたサイトカインの変動．第 回日本臨床血液学会総会，秋田，

（臨床血液， ， ， ）

．坂井 晃 ，瀧本泰生 ，藏本 憲 ，勝谷慎也 ，兵頭英出夫 ，田中英夫，木村昭郎 ，佐々木なおみ

（ 血液内科， 呉共済病院・臨床病理部） との鑑別が困難であった の

症例．第 回悪性リンパ腫研究会，広島，

．田中英夫，坂井 晃 ，瀧本泰生 ，兵頭英出夫 ，下村壮司 ，中田嘉夫 ，松本玲奈 ，今村展隆 ，

木村昭郎 ，小熊信夫 （ 血液内科， 分子細胞遺伝） を用いた血液

腫瘍の遺伝子診断．第 回広島医学会総会，広島，

．沖川佳子 ，下村壮司 ，兵頭英出夫 ，田中英夫，中田嘉夫 ，坂井 晃 ，瀧本泰生 ，今村展隆 ，

木村昭郎 ，藤元貴啓 ，藤村欣吾 （ 血液内科， 大学院医学系研究科病態薬物治療） 重症再生不

良性貧血における抗胸腺グロブリン（ ） サイクロスポリン（ ）併用療法に関する検討．第 回広島医

学会総会，広島，

．田中英夫 放射線の人体影響 原爆を中心に ．広島大学原医研 公開講座 わかりやすい放射線の話 原爆

から 事故まで ，広島，

．田中英夫，坂井 晃 ，瀧本泰生 ，兵頭英出夫 ，下村壮司 ，中田嘉夫 ，原田浩徳 ，今村展隆 ，

木村昭郎 ，小熊信夫 （ 血液内科， 分子細胞遺伝） を用いた血液腫瘍の遺伝子診断．第 回

広島がん治療研究会，広島， ．

．兵頭英出夫 ，藏本 憲 ，中田嘉夫 ，勝谷慎也 ，坂井 晃 ，田中英夫，木村昭郎 （ 血液内科） 当

科における末梢血幹細胞移植療法を用いた造血器ならびに固型腫瘍の治療．第 回広島がん治療研究会，広島，



．

．沖川佳子 ，下村壮司 ，兵頭英出夫 ，田中英夫，中田嘉夫 ，坂井 晃 ，瀧本泰生 ，今村展隆 ，木村

昭郎 （ 血液内科） 重症再生不良性貧血にける抗胸腺グロブリン サイクロスポリン併用療法とリンパ球

サブセットに関する検討．第 回日本血液学会中国・四国地方会，高知， ．

．田中英夫，木村昭郎 （ 血液内科） （ 依存性リン酸酵素）遺伝子上流域の メチル化の検討．

第 回日本血液学会総会，福岡， ．（ ）（ ）

．

．麻生博也，鎌田七男 （ 分子細胞遺伝） ビタミン と による（ ）白血病の分化誘導．第 回日本

血液学会総会，福岡， ．（ ）（ ）

．田中公夫 ， 遠藤 暁 ，小松賢志 ，星 正治，鎌田七男

（ 分子細胞遺伝， 工学部， 放射線基礎） 低エネルギー中性子のヒトリンパ球での初期 損傷と

染色体構成に及ぼす影響．第 回原子爆弾後障害研究会，広島， ．

． 田 純， ，新谷貴洋 ，秋山明胤 ，福田正己 （ ヤクート州立

大学， サハ共和国自然保護省， 分子細胞遺伝， 東京工業大学， 北海道大） サハ共和国における地

下核爆発 クラトン 周辺とテヤ村の調査．第 回原子爆弾後障害研究会，広島， ．（ ）

．その他

．田中英夫，新田由美子，谷 省蔵 原爆症に関する調査研究班（長瀧班）“生物資料保存に関する研究”報告書

原医研国際放射線情報センターの生物試料保存状況 ．平成 年度原爆症に関する調査研究班報告書， ，

．（ ）

．田中英夫，石川正純 ，竹岡清二 ，木口雅夫 （ 放射線先端医学実験施設， 医・放射線部）

の活動について．東海村臨界事故の教訓 現地における医療関係者の救援活動報告 ， ，

， ．

注）原著，学会発表の文末記号の（ ）は放射線実験系を用いた研究，（ ）は動物実験系を用いた研究，（ ）は遺

伝子実験系施設を用いた研究，（ ）は国際放射線情報センター関連の研究，（ ）は にリストさ

れた論文の略号です．



（付録 ）

第 回日本医学放射線学会医療用標準線量研究会

医療用標準線量研究会会長 平 岡 武

第 回研究会世話人 星 正 治

．研究発表会

期日 平成 年 月 日 研究会

懇親会

会場 広島大学医学部 広仁会館

研究発表会プログラム

各地区センター報告 座長 森田 晧三（愛知がんセンター）

竹川 佳宏（徳島大学）

昼食および地区センター連絡会 於広島大学原医研講堂

（講演） 座長 酒井 邦夫（新潟大学）

セミパラチンスク近郊住民の外部被曝線量推定 田 純（広島大学原医研）

座長 静間 清（広島大学工学部）

広島・長崎の被曝線量再評価の現状 星 正治（広島大学原医研）

座長 小松 賢志（広島大学原医研）

最近明らかになった放射線感受性に関わる遺伝子 松浦伸也（広島大学原医研）

座長 伊藤 勝陽（広島大学原医研）

血管内放射線治療の現状と展望 広川 裕（広島大学医学部）

懇親会

． 線量計の相互比較

期日 平成 年 月 日

会場 広島大学原医研附属放射線先端医学実験施設



（付録 ）

第 回広島国際シンポジウム
セミパラチンスク核実験場近郊住民の放射線影響

開催日 平成 年 月 日

会 場 広島大学広仁会館



（付録 ）

日米合同線量ワークショップ

開催日 平成 年 月 日

会 場 広島全日空ホテル 階 弥生の間

月 日

会長挨拶 放射線影響研究所 長瀧 重信

ワークショップの目的の要約及び議題の概要説明

共同座長 浜田 達二（日本側線量グループ）

（米国学士院線量委員会・米国側ワーキンググループ）

速中性子

測定 柴田 徳思

（ ） の断面積化学分離 高宮 幸一

討 議

加速器質量測定の概要及び現状

試料の科学的分析

ローレンス・リヴァモア国立研究所における加速器質量測定

ミュンヘン工科大学における加速器質量測定

討 議

昼 食

熱中性子

測定

測定（概況及び長崎からのデータ） 静間 清

測定 星 正治（中西の代理）

討 議

バックグラウンドの金放射化測定 小村 和久

カウンターによるバックグラウンド測定 石川 正純

討 議

熱ルミネッセンス線量測定 測定値のデータベース

値結果概況報告 丸山 隆司

測定データベースと不確定性評価

討 議

休 憩

計 算

輸送計算 今中 哲二

クロミウム放射化測定 遠藤 暁

炸裂点の高さ 遠藤 暁

モデル計算 星 正治

討 議

特定地域における遮蔽の影響

離散座標のモンテカルロ法（ ？）

討 議



月 日

遮 蔽

パラメーター・データの補強 藤田正一郎

長崎における工場労働者 中村 典

地図のデジタル化及びその他の改定

討 議

生物学的線量推定の役割

と染色体異常 中村 典

討 議

新たな試料

見通し 藤田正一郎

見通しと重要性

討 議

休 憩

全体討議 進行 浜田 達二，

）現状及び問題の要約 浜田 達二

） に加えられる将来の修正及び （？）作成の検討

）将来の研究における優先順位及び支援

日本側のアセスメント 浜田 達二，長瀧 重信

米国側のアセスメント

）結論及び勧告 浜田 達二，

昼 食

全体討議（続き）

休 憩

全体討議（続き）

ワークショップの要約 長瀧 重信，



（付録 ）

放 射 線 セ ミ ナ ー

開催日 平成 年 月 日

会 場 原爆放射能医学研究所講堂

主 催 原爆放射能医学研究所

国際放射線情報センター


